
 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

 

                                                 

１．題材名 思いを表現に生かそう（歌唱）～Believe～ A表現ア，イ，ウ（イ）（ウ） 

      【共通事項：音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なり】 
 

２．題材観・子供観・指導観 

本題材では，A 表現「ア歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつこと」「イ曲想と音楽の構造や歌
詞の内容との関わりについて理解すること」「ウ思いや意図に合った表現をするために必要な技能を身
に付けること」を主なねらいとしている。 
本題材「Believe」は，NHKで放送された動物番組『生き物地球紀行』の主題歌である。また，曲中で

転調することから，音楽を形づくっている要素である旋律や音色に着目して，曲想からイメージしたこ
とを声の出し方に生かすことができるような楽曲である。さらに，作詞・作曲をした杉本竜一は『信じ
ることの大切さを曲に託した』というメッセージにあるように（※教育芸術社５年音楽教科書より引用），
歌詞からも思いや意図をもって歌い方を考えて工夫することができる教材となっている。 
 本学級の児童は，前題材で取り扱った『こげよマイケル（３部合唱）』や『夢の世界を（２部合唱）』
では，自分たちの歌声を録音したものを聴き，よりよくするためにはどのような歌い方をすればよいの
かについて工夫したことを話し合ったり，練習した成果（歌声）を学級や学年で発表したりするなど，
歌うことに興味関心をもつ子が多く，学級で考えていく活動にも意欲的に取り組む姿が見られた。また，
今回扱う「Believe」については，曲についての思いを共有したり交流したりすることを通して，よりよ
い歌唱にし，学芸発表会にて披露することになっている。 
 本時では，曲想と音楽を形づくっている要素や歌詞との関わりを仲間と言葉で伝え合ったり，歌声で
表現したりすることを通して「こんな歌い方ができそう」「歌詞に○○があったから□□の声にした方
がいいよ」などと，児童自ら進んで歌い方の工夫を考えることができるような課題を設定していく。そ
こから，子供たちの思いが込められた歌にするためにどのような工夫ができるのかと，多様な考えやよ
りよい表現ができるように発問や問い返しを工夫することで，深い学びとなるようにしていきたい。 
 

３．題材の目標 

(1) 曲想と音色，速度，強弱，音の重なりや歌詞の言葉などとの関わりを理解して，曲想の変化を味 

わいながら，自身の歌声と仲間の歌声を合わせたり，響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。 

(2) 曲想と歌詞の言葉や音楽を形づくっている要素，自身や仲間の歌声との関わりについて考え，それ
らに合った歌唱の表現の仕方について思いや意図をもつ。  

(3) 既習事項を生かして，曲想の変化や音が重なることの美しさと歌詞の言葉や音色，リズム，速度，
旋律，強弱との関わりを生かしながら，曲想にふさわしい表現となるように工夫したり，仲間と声
や気持ちを合わせて表現したりする活動に親しむ。 

 

４．題材の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 呼吸や発音の仕方に気を付

けて，各声部の歌声を聴きな

がら自然で無理のない，響き

のある歌い方で歌う技能を

身に付けて歌っている。 

② 曲想と音色，リズム，旋律，

強弱，音の重なりとの関わり

を理解し，曲想の変化を味わ

いながら，自身の歌声と仲間

の歌声を合わせて歌ってい

る。 

① 曲想と歌詞の言葉や音楽を

形づくっている要素との関

わりについて考え，曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し，

どのように歌うかについて

思いや意図をもっている。 

 

① 曲想の変化や音が重なるこ

との美しさと歌詞の言葉や

音色，リズム，速度，旋律，

強弱との関わりを生かしな

がら，曲想にふさわしい表現

となるように工夫したり，仲

間と気持ちを合わせて歌う

活動に取り組もうとしてい

る。 

 

日 時                       児 童 ５年 

授業場                            授業者  
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５．題材のデザイン（全５時間）                       主張する手立て 

時 ○学習活動・学習内容  子供の姿（楽しさ）の変容 ●主な教師の関わり・手立て 
評価の観点 

知 思 態 
１ ○Believe の歌唱活動に関心をもつ。 

・Believe を鑑賞し，曲全体の感じを 
つかむ。 

 
・どんな特徴があるのか聴いた歌声や 
楽譜から気付いたことについて交流 
する 

 
・どのような思いをもって歌いたいか 
交流する。 

 
 

・最終的に学芸会で歌うことを伝

え，「より精度の高い歌唱にして

歌いたい」という思いにしてい

く。 

・曲全体の感じをつかむことがで

きるように，何度か曲を流すな

どする。 

●どのように歌えばよいか考え

ながら聴こう（手立て①）。 

●「この曲はどんな特徴があるの

かな？」（手だて②） 

  ① 

２ 
 

○ソプラノパートを歌う。 

・呼吸や発音に気を付けながらソプラノ 

パートを歌う。 

・フレーズごとに，歌うときに意識した 

いポイントを考える。 

・拡大楽譜に歌詞の意味や曲想の違い等 

歌う際に意識したいポイントを記載し 

ていく。 

※楽譜上，１番を１～４，伴奏を５，２ 

番を１～４，転調後６～７とする。 

●フレーズごとに曲想の違いを感

じ取りながらソプラノパートの

１番を歌おう（手立て①）。 

・フレーズごとに範唱を聴いて模

唱する。 

・音の跳躍する部分を取り出して

繰り返し歌う。 

●「それぞれのフレーズで意識し

たいポイントは何かな？」（手

立て②）。 

① ①   

３   

 ①   

４ ○音の重なりを意識しながらアルトパート 

 と低音パートを歌う。 

・２～７のフレーズごとにアルトパート 

低音パートを歌う。 

・歌詞の言葉から歌い方をイメージしたり， 

前時までに共有したポイントを生かし 

たりしながら歌う。 
 

●旋律の音の動きを意識しなが

らアルトと低音パートを歌お

う（手立て①） 

・２～７までのフレーズごとに範

唱を聴いてアルトパートと低音

パートを模唱する。 

●「それぞれのパートを歌う時に

意識したらよいことは何か

な？」（手立て②） 
 

①    

５ 〇これまでに学習したことを生かして合唱 

する。 

・自分の声を一番生かせるパートを選択 

する。 

・各パートに分かれて練習する。 

・各パートの動きや役割を確認しながら合 

唱する。 

・合唱の様子を録画（録音）し，確認し合 

うことで，改善できるポイントを見いだ 

し，練習に生かす。 

・思いを込めて表情豊かに合唱する。 

・これまで練習してきた各パート

の中から，一番声が出しやすか

ったり，自分の思いを込めたり

することができるパートを選択

して歌うように声掛けをする。 

●音の重なりを感じながら，思い

を込めて合唱しよう（手立て①） 

・互いに音（歌声）の重なりを感

じ合いながら，無理のない歌い

方で歌うように促す。 

●「音が重なり合うことのよいと

ころは何かな？」（手立て②） 

・第１時で共有した自分たちの

“思い”を伝えられるような合

唱となったかどうかの視点で最

後に振り返りを行う。 

②   ①  

６．本時の目標 

歌詞の言葉と音楽を形づくっている要素との関わりを話し合ったり歌ったりする活動を通して，自分
たちの思いを一番込めることができるフレーズをどのように歌えばよいのかについての思いや意図を
もつことができる。 

複雑なリズムだ 

後半から明るい調に変
わるよ 

音の重なりがいい 

暗い感じじゃなく
明るい感じで歌っ

ている 

聴いてくれる人に感動
が伝わるような歌い方

で歌いたい 

後半には調が転
調するから，よ
り明るく歌う。 

V（ブレス）を
意識して歌おう 

強弱記号も考え
ながら歌おう 

～本時のデザインを参照～ 

ソプラノパー

トにつられな

いように，旋

律の動きを意

識しながら歌

う 

歌詞の言葉を
よく考えて歌
うと，より思
いが伝わるよ 

これまで練
習してきた
パート全部
を合わせて
歌いたい 

自分の声に
合ったパー
トはどれか

な？ 

周りの歌声をよ
く聴きながら歌
うと，重なりが
よく感じられて
歌いやすい 

３部合唱に
なると，歌
声がより豊
かになるよ 

音の響きをよ
く考えながら
歌うとよさそ

う 

それぞれのフレーズ
（場面に）合った歌に

したい 

意識して歌おう 
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７．本時のデザイン                              主張する手立て 

◯子供の学習活動，・教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明）                 ◆留意点 ※評価 

１．本時の課題を捉える。 
■前回はどんなことをしてきたかな？ 

 

 

■では，ソプラノパートについては，もうみんながゴールとしていた“思

い”を伝えることができそうだね 
 
 

●ソプラノパートの歌で“自分たちの思い”を伝えるために，どんな工

夫ができそうかな？ 

 
 

２．自分たちの思いが伝わるようフレーズを設定し，その部分について

の歌い方を考える 

●ソプラノパートを歌う中で，一番自分たちの思いが伝わりそうなのは

どこかな？ 

 
 
 

●どのように歌えばいいかな？〈近くの人と交流＋実際に歌ってみる〉 

▲それぞれのフレーズの歌詞にはどんな言葉があるかな？歌詞から 

どんな歌い方にできそう？ 

 ３ ４ 

歌詞 

の言葉 

１：未来の扉，悲しみ， 

苦しみが 

２：素直な気持ち， 

あこがれ，愛しさ 

１：喜びに変わる 

２：大空に弾けて喜

びに変わる 

共通：I believe in 

Future 信じてる 

強弱 f f 

調 ヘ長調 

 
 ６転調 ７転調 

歌詞 

の言葉 

未来の扉，悲しみ， 

苦しみが 

喜びに変わる 

I believe in Future  

信じてる 

強弱 ff ff,＞ 

調 変ロ長調 

 

３．共有した歌い方を生かしながらソプラノパートを歌う。 

■イメージした歌い方を生かして歌ってみよう。〈※１～２回歌い，録画

する） 

 

 

４．前時の歌い方と今回の歌い方を比べる。 

●前回までの歌い方と比べてみるとどうですか？〈ロイロノート〉 

 

・録音した歌声を流したり，拡

大楽譜を提示して前時の学

習を振り返る。 

・「一度歌ってみたい」という

声が上がった場合は，全体を

通して歌うようにする。 

◆前時の学習を踏まえて「ソプ

ラノパートは完璧に歌える」

といった児童の声しか出な

い場合，第 1 時で共有した本

題材のゴールである“歌声で

感動を伝えたい”というゴー

ルの姿に立ち返り，「学芸会

ではどのような思いを伝え

たいのか」「今の歌い方で本

当に伝えられそうか」といっ

た補助発問によって本時の

課題につながるようにする。 

◆探索：曲想や歌詞の言葉との

関わり 

制約：自分たちの思いが伝 

わる歌い方につい

て考えた本時の課

題（手立て①） 

◆本質的な気付きに迫る発問

（手立て②） 

◆曲想や音楽を形づくってい

る要素（強弱・調）と歌詞 
 を関わらせながら交流させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前時と本時の歌を聴き比べ，

感じ取ったことをロイロノ

ートに記入する。 

ソプラノパートの歌声で“自分たちの思い”が伝わる歌い方について考えよう 

・曲想だけでなく歌詞の言葉からも歌い方をイメージしたから，より素敵な歌になった

と思うよ 

・歌詞に合った表現になったように感じるから，“感動”を伝えられそう 

・歌詞の内容と曲想がしっかりと合って，歌いやすくなった気がするよ 

・次は下のパートの練習をして、ソプラノパートを重ねてもっと“感動”が伝わる歌に

したい 

・ソプラノパートが歌えるようになった ・歌詞の意味についても考えたよ  
・曲想の違いについても考えたな 

※B 評価 

曲想と歌詞の言葉や音楽を

形づくっている要素との関

わりについて考え，曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し，

どのように歌うかについて

思いや意図をもっている。 

（発言・交流の様子・拡大楽

譜の内容） 

 A 評価 

曲想と歌詞の言葉や音楽を

形づくっている要素との関

わりについて考え，曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し，

どのように歌うかについて

思いや意図をもち，仲間や教

師にわかりやすく伝えてい

る。（発言・ワークシート・

拡大楽譜の内容・歌声） 

 

・伝えることができるよ・いや，伝わらないかも ・まだ工夫できそうなことがありそう
も・・・ 

・曲の山（サビ）が３と４だから，一番自分たちの思いを伝えられそう 
・６と７は転調してより明るくなる部分だから，この部分の歌い方を考えてみるのは？ 
・６と７は曲の最後だから，より意識して歌ってみた方がいいと思う 

・３の歌詞には「悲しみ」「苦しみ」とい

う言葉があるけれど、調はヘ長調で明る

い感じだから、明るい声で歌う 

・サビの部分だから強弱も fだと思うので

堂々した感じで歌う 

・４の歌詞に「未来を信じてる」とあるよ

うに前向きな言葉があるので、前に広が

るような感じで歌う 

 
・３と同じ歌詞だけど，転調しているか

ら，音の動き（音の高さ）を意識して歌

う 

・最後に向かってしっかりとした声で歌う
けれど，終わり方をきれいにするため

に，＞（デクレシェンド）でやさしく終
わるようにして歌う 

・それぞれのフレーズごとの強弱から音色（声の感じ）を変化させながら歌った 
・結構，フレーズで強弱に変化があるから，声の大きさを意識した歌い方になったよ 

・歌詞に合うように歌う？ ・強弱をもう少し意識する？ 
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８．音楽科における主張 

(1) 音楽科における「深い学び」の具現に向けて影響力を発揮し合う「学び合い」 

音楽科における深い学びは，音楽的な見方・考え方となる「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，

音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え，自己のイメージや感情，生活や社会，伝統や文化

などと関連付けること」を主体的・対話的な学びを通して行うものである。よって「深い学び」の具現

に向けて欠かせないのが主体的であり，対話的であり，そしてそれらが音楽的な見方・考え方の視点を

伴っているかが重要となる。そこで，それらが子どもたち一人ひとりの中に一体的に発揮し，「影響力を

発揮し合う学び合い」に広がるために，音楽科ではかねてより着目している問題解決的なプロセスにお

ける課題設定及び発問を再度着目し，中心的な手立てとした。 

 

 

 

 

①  探索の対象と制約を意識し，問いの深さを決める変数について吟味した深い課題の設定  

これまでの研究を通して課題設定やそのプロセスを明確にもつことが学習者にとって学習活動が主体

的且つ明確な目的を持つ活動につながることに一定の効果があることを得てきた。安斎も「課題」とは

解決するために「前向きに合意された問題」としているように，今年度も課題に入るプロセスにおいて，

十分学習者にとって合意が得られる（自分ごとになる）プロセスを経ることとする。今年度特に主張す

る手立てとしてはそのプロセスを経ることを諸条件としながら次の安斎が示す「問いを作成するポイン

ト」について事前に検討し，その問いについて「問いの深さを決める変数」を指針として吟味すること

で課題のブラッシュアップを図り課題として設定することを手立てとした。 

 

 

 

 

 

 

 

② 本質的な気づきに迫るための発問・問い返しの工夫  

学習活動の主体は子供たちではあるが，子供たちだけの活動に終止してしまうと「本質的な気づき」に

気づかない，あるいは十分に味わうことができないことが考えられる。伊藤もコルトハーヘンの氷山モ

デルを用いて，「”見えている言動”は一部で，通常”見えていない部分”が，実はとても奥深い」とし

ていることからも，学び合いの中で「本質的な気付きに迫るための発問・問い返しの工夫」を手だてと

することで，学び合いが深まることを期待した。 
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主張する手立て 

① 探索の対象と制約を意識し，問いの深さを決める変数について吟味した深い課題の設定 

② 本質的な気づきに迫るための発問・問い返しの工夫 

●問いを作成するポイント 
・探索の対象を決める 
・制約を設定する 
・表現を検討する 
●問いの深さを決める変数 
・問うためにどれだけの視点がかかわるか 
・人によって出す答えがどれだけ多様になるか 
・仮の答えを出すためにどれだけ時間が必要か 
 



 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

※本時で扱う教材 Believe（混声三部合唱） 作詞作曲：杉本竜一 編曲：富澤裕 

 

 
 

 



 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業評価 視点（具体的な子供の姿，資質・能力，教師の意図を見る） ◎・○・△・× コメント メモ 

学習 

指導案 

実態 前時～繋がり～次時，子供の思考の流れ，子供の姿の細分化・類型化が見えるか   

材 追究できる（材のうまみ・面白み，場・環境）もの，子供の主体が持続し，影響力を発揮できるものか。   

目標 本時で育てたい力，影響力発揮の様相を含む目指す子供の姿が見えるか   

授業中 

導入 子供たちにとって必然性や切実感，文脈のある学習活動が設定されたか   

展開 学び合いの中で影響力を発揮し合い，育てたい力を身に付けるための関わりが見られたか   

終末 活動結果を自らが意識でき，育てたい力が身に付くように構想されていたか   

 

 


